




せて頂きました 
  ③久しぶりに出席出来ました。感謝です！ 
平岩統一郎君 過日はご会葬有難うございました。	
 	
 	
 	
 	
 	
  
平岩	
 辰之君 
新美	
 宗和君 ついに３０年目のカラオケと舞踊のコラボ「歌と舞の祭典」が２５日（日）

文化会館で開催されます。今年も盛大にやりますので、時間のある方はぜ

ひ来場下さい。 
竹中	
 	
 誠君 碧南市臨海公園にて開催される「オイスカデー」のビラを配付させて頂き

ました。 
山中	
 寛紀君 親をハラハラドキドキさせた末娘の公務員試験	
 最終的に本日合格発表

があり、やっと胸のつかえが降りてホットしています。 
榊原	
 	
 健君 ８/１６、１７、１８日	
 ３日間行われた碧南サマーカップ２０１３少年

サッカー大会が無事終了致しました。今年は碧南のチームが決勝トーナメ

ントに３チーム残りましたが優勝は新潟より参加したセレッソ桜ヶ丘に

優勝をさらわれてしまいました。残念です。来年こそ！ 
角谷	
 	
 修君 本日の講師「鈴木	
 博様」をご紹介させていただきます。 
杉浦	
 栄次君 消防団の県操法大会が８月１０日に無事に終わりました。結果は１９位と

今１つでしたが、多くの皆様に応援を頂き、ありがとうございました。 
	
 
	
   
  卓  話  
 
「書について」	
 ㈶	
 毎日書道会審査会員	
 鈴木博様	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 本日はお招き頂きましてありがとうございます。	
 

	
 先ほど紹介して頂きましたが、まず私の立ち位置についてお話したいと思います。私の師

匠は高浜のいの先生という方で、その師匠に戸田提山先生という方がおりますが、その戸田

先生の研究会にも参加させて頂いております。独立書人団というのにも所属しておりますが、

戸田先生の師匠の手島右卿先生が広められ、６０年以上も続いております。 

	
 手島先生は、戦後、新しい表現で個展を立脚された方です。資料に、「崩壊」という作品が

ありますが、これは東京大空襲の様子を見て何とか表現したいと思い、完成された作品です。

当時、サンパウロ・ビエンナーレ展に日本代表書家として初めて作品を出展しました。「通」

「山」「崩壊」を出展し、第１回国際美術評論家連盟賞候補となったそうです。この時、連盟

のペトローザ副会長が何かが崩れ落ちている感じがする、と言われたそうです。題名を見て

みたら「崩壊」とあるので、なるほどと思われたそうです。その後、わざわざ日本へやって

鈴木博様 




きて、手島先生と話し、「崩壊」が文字を使って表現されているのを知り、大変驚かれたそう

です。その時、ペトローザ副会長が「書は世界最高の芸術になり得る」とおっしゃったそう

です。 
	
 家の中に女がいるから安心の「安」が出来たと言われます。実は、先祖の霊に安静とか安

寧とかで祈る、という事から出来たそうです。うかんむりの屋根の部分は、先祖を祀る御霊

屋の屋根の形からきているそうです。 
	
 「書」は「筆」と「者」を合わせた漢字と考えられておりますが、「書」は書写を通じてそ

の人を見る、という事なのです。字を書くのに字道とは言いませんが、書道とは言います。

中国の人達は「書」を通して、最初から人格を見ようとしていたのではないかと思います。 
	
 ちなみに「字」はうかんむりの中に「子」が入っています。その理由は、子供が産まれて

ある程度経った時に御霊屋へ連れて行きまして、祖霊に報告するのだそうです。その時に字

名（小字という）をつけるのですが、またある程度経ってからそこへ行き、やっと命名され

るそうです。そのような経緯があり、「字」が生まれたそうです。 
	
 人格を見ている「書」と「字」の違いがお分かり頂けたと思います。 
	
 書はどうしても上手、下手と言われてしまいます。 
	
 蘭亭序というのがありますが、これは上手の最高峰といってもいいと思います。書聖とい

われる王羲之が書かれた書で、唐の時代に禊を行い流觴曲水の宴の後、詩を作りました。こ

れらの詩をひとまとめにして、その序文が蘭亭序です。歴代最高の書とされております。唐

の太宗皇帝が王羲之の書を愛し、死んだ後も墓に入れろと命令したので、今でも墓に眠って

おります。 
	
 野口英世の母親の、野口シカさんの手紙があります。下手も半分を担っていますし、上手

も半分を担っています。ただ、これは上手とか下手を通り越して、いるのではないかと思い

ます。お子さんの書を見る機会もありますが、うまい子は段々お手本を見なくなります。下

手な子はお手本と向き合っています。この気持ちが「誠」でとても大切ではないかと思いま

す。野口シカさんの手紙は、自分の気持ちを自分の言葉で表現しており、「誠」のこもったす

ごい作品だと思い、紹介させて頂きました。 
	
 上手や下手というのは、器用か器用でないかだと思います。いかに気持ちをこめて書くか、

いかに「誠」がこもるか、というのが一番大切だと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 

次回例会案内  
 
平成２５年９月４日（水）  
クラブフォーラム「新世代奉仕委員会」  


